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 11 月 4 日に竹田小学校

最後の音楽会を開催しま

した。 

多くの保護者・地域の皆様

に参観いただき、子どもた

ちの音楽を通して学校の

取組を理解していただく

よい機会となりました。 

 最初の校長先生からの話

は、『協・響・今日 ファイ

ナルステージ』という音楽

会スローガンを考えてくれ

た児童会の子と一緒にスロ

ーガンに込めた想いを私が

インタビューする形ですす

めていきました。インタビ

ューの中では、「これまで練

習で嬉しかったこと」「緊張

した時の対処法」「最後の音

楽会の意気込み」を尋ねま

したが、前日のインタビュ

ーとはまた違った内容を付

『協・響・今日 ファイナルステージ』 竹田小最後の音楽会 



け加えて伝えてくれていて、

問いに対してそれぞれが自

分で考えを深めながら答え

る姿に感動しました。 

 子どもたちは合奏や斉唱

など、音楽室での練習や体育

館練習の始まった頃の子ど

もたちの様子を見ているか

らこそ、今日の一人ひとり

の姿に心が熱くなりました。

また子どもたちの声を聴い

ていると運動会の時に感じ

たものとは、また違った感

動を覚えました。 

 今回は閉校行事の一環と

して地域で活躍されている

『さつきコーラス』様にご

出演いただき「竹田小学校

校歌」や「にじ」を子どもた

ちと一緒に歌っていただき

ました。今日お越しいただ

いた方の中には９０歳を超

えた方もいらっしゃることがわかり、6 年生児童が終わりの言

葉の中で「幾つになっても音楽を楽しむことを教えていただい

たと思います」と話していたように、年代を超えて楽しむ音楽の



よさにも気づかせていただき、みんなの思い出に残る音楽会に

なったのではないと感じています。本当にありがとうございま

した。 

  


